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Ｄ 社会参画について 

 

（１）地域活動への参加経験、参加をしていない理由 

 ■参加経験 

Ｑ１５ あなたはこの１～２年の間に、以下のような活動に参加したことがありますか。あて

はまるものをすべてお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この１～２年の間の地域活動への参加経験は、「町内会や自治会などの活動」が全体38.8％、女性

42.7％、男性33.6％でそれぞれ最も高い。また、「公害防止、環境保護などの市民活動」を除く活動す

町内会や自治会などの活動

民間のカルチャーセンターや
スポーツクラブなどでの活動

ＰＴＡなどの活動

市の講座や市主催の活動

地域での自主的な
グループ・サークル活動

リサイクル、共同購入などの消費者活動

お年寄りや障害のある人のための
福祉・ボランティア活動

子ども会など青少年育成に関する活動

育児支援のための活動

公害防止、環境保護などの市民活動

男女平等・共同参画に関する活動

ＤＶ防止・被害者支援のための活動

その他の活動

どれにも参加したことがない

無回答

38.8

16.7

12.3

11.3

11.0

10.1

9.6

8.6

4.3

3.4

1.1

0.5

1.9

36.6

1.1

33.6

10.3

3.1

7.0

8.7

5.6

5.9

6.3

0.7

4.7

0.7

0.2

1.6

50.2

0.5

42.7

20.7

19.0

14.7

12.5

13.3

12.4

10.6

6.6

2.4

1.4

0.8

2.1

27.6

0.5
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全体 n=(1,127)  

男性 n=(426)  

女性 n=(662)  

(%)
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べてで、女性の回答割合が高く、「ＰＴＡなどの活動」は女性19.0％、男性3.1％で女性の方が15.9ポ

イント高くなっている。一方、「どれにも参加したことがない」は全体36.6％、男性50.2％、女性

27.6％で男性は５割と高くなっている。 

 

性年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性年代別では、「町内会や自治会などの活動」は女性60代57.3％が最も高く、男性60代46.6％、女性

40代46.3％、女性50代45.7％となっている。男女とも年代が上がるにしたがい「町内会や自治会など

の活動」の割合は増加する傾向にある。「ＰＴＡなどの活動」は全ての年代で女性の割合が高く、女性

40代で４割台前半、30代で２割台前半となっているが、男性は40代、50代で１割未満である。一方、

「どれにも参加したことがない」は男女とも20代が最も高く、男性67.6％、女性55.1％、次いで男性

30代55.4％、40代54.9％、50代49.4％と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

全
体

子
ど
も
会
な
ど
青
少
年
育
成
に

関
す
る
活
動

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
活
動

育
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た
め
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動

町
内
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や
自
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会
な
ど
の
活
動

リ
サ
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ク
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共
同
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な
ど
の

消
費
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動

公
害
防
止
、

環
境
保
護
な
ど
の

市
民
活
動

お
年
寄
り
や
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
の

福
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・
ボ
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ン
テ
ィ

ア
活
動
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の
自
主
的
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グ
ル
ー

プ
・
サ
ー

ク
ル
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動

民
間
の
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
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や

ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
で
の
活
動

市
の
講
座
や
市
主
催
の
活
動

男
女
平
等
・
共
同
参
画
に

関
す
る
活
動

Ｄ
Ｖ
防
止
・
被
害
者
支
援
の

た
め
の
活
動

そ
の
他
の
活
動

ど
れ
に
も
参
加
し
た
こ
と
が
な
い

無
回
答

全体 1,127 8.6 12.3 4.3 38.8 10.1 3.4 9.6 11.0 16.7 11.3 1.1 0.5 1.9 36.6 1.1

男性／20歳未満 11 9.1 - - - 9.1 - 18.2 9.1 9.1 - - - - 63.6 -

　　　20代 37 - - 2.7 13.5 2.7 2.7 5.4 5.4 8.1 2.7 2.7 - - 67.6 -

　　　30代 56 1.8 - 1.8 23.2 5.4 - 5.4 12.5 8.9 7.1 - - - 55.4 -

　　　40代 91 12.1 7.7 1.1 30.8 4.4 4.4 7.7 7.7 7.7 3.3 - 1.1 - 54.9 -

　　　50代 83 8.4 7.2 - 33.7 9.6 4.8 3.6 4.8 12.0 7.2 1.2 - 2.4 49.4 -

　　　60代 148 4.7 - - 46.6 4.7 7.4 5.4 10.8 12.2 10.8 0.7 - 3.4 40.5 1.4

女性／20歳未満 14 7.1 - - 14.3 - - 35.7 7.1 - - - - - 57.1 -

　　　20代 69 8.7 - 7.2 10.1 8.7 - 15.9 4.3 5.8 4.3 1.4 2.9 1.4 55.1 -

　　　30代 122 12.3 24.6 12.3 36.9 11.5 1.6 4.1 11.5 13.9 10.7 1.6 - 1.6 31.1 -

　　　40代 164 20.7 43.9 6.7 46.3 15.2 3.7 10.4 8.5 20.1 11.0 1.2 - 3.0 22.6 0.6

　　　50代 129 5.4 16.3 4.7 45.7 17.8 2.3 15.5 13.2 29.5 17.8 2.3 2.3 3.1 24.0 -

　　　60代 164 4.3 1.8 4.3 57.3 12.2 3.0 14.6 20.7 27.4 24.4 0.6 - 1.2 18.9 1.2
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【参考】前回調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回は、全体では「町内会や自治会などの活動」、「地域や自主的なグループ・サークル活動」「民間

のカルチャーセンターやスポーツクラブなどでの活動」の順となっている。「民間のカルチャーセン

ターやスポーツクラブなどでの活動」は女性の活動率が上がり、順位が上がっている。「どれも参加し

たことがない」は男性では増加したが、女性は減少している。 

 

 

 

 

町内会や自治会などの活動

地域での自主的な
グループ・サークル活動

民間のカルチャーセンターや
スポーツクラブなどでの活動

市の講座や市主催の活動

ＰＴＡなどの活動

リサイクル、共同購入
などの消費者活動

子ども会など青少年
育成に関する活動

お年寄りや障害のある人の
ための福祉・ボランティア活動

公害防止、環境保護
などの市民活動

男女平等・共同参画に関する活動

その他の活動

どれにも参加したことがない

無回答
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全体 n=(1,454)  

男性 n=(597)  

女性 n=(845)  

(%)
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■参加していない理由 

Ｑ１５－１ Ｑ１５で「１４．どれにも参加したことがない」とお答えの方におたずねしま

す。あなたが活動をしていない理由は、どのようなことでしょうか。おもな理由を３つま

でお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域活動のどれにも参加していない理由は、「仕事をしている」が全体56.2％、女性57.9％、男性

54.2％とそれぞれ最も高い。次いで「どんな活動があるか情報がない」が全体40.2％、女性42.1％、

男性39.3％となっている。 

 

仕事をしている

どんな活動があるか情報がない

身近に活動したい団体がない

関心がない

人間関係がわずらわしい

家族の介護がある

子どもに手がかかる

その他

56.2

40.2

26.9

26.6

18.9

7.0

6.5

11.6

54.7

39.3

29.0

29.9

22.0

4.7

3.3

10.7

57.9

42.1

24.6

23.5

16.4

9.8

10.9

12.0

0 10 20 30 40 50 60 70

全体 n=(413)  

男性 n=(214)  

女性 n=(183)  

(%)
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【参考】前回調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回は、「仕事をしている」が全体57.0％、男性58.3％、女性55.7％となっているが、女性は増加し、

男性は減少している。「どんな活動があるか情報がない」は男女ともに増加している。一方で、「関心

がない」は男女ともに減少している。 

 

 

仕事をしている

どんな活動があるか
情報がない

関心がない

身近に活動したい
団体がない

人間関係が
わずらわしい

子どもに手がかかる

家族の介護がある

その他

無回答

57.0

31.9

29.3

24.9

14.0

4.6

3.6

11.7

3.6

58.3

32.7

33.5

27.8

12.8

4.1

1.9

8.3

3.8

55.7

31.2

24.9

21.7

15.0

5.1

5.5

15.4

3.6

0 10 20 30 40 50 60 70

全体 n=(523)  

男性 n=(266)  

女性 n=(253)  

(%)
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（２）ボランティア活動や地域活動の市民参加率向上のために必要なこと 

Ｑ１６ 今日の社会は、さまざまなボランティア活動や地域活動により支えられていますが、

これらの活動にさらに多くの市民が参加するには、何が必要だと思いますか。３つまでお

選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さまざまなボランティア活動や地域活動にさらに多くの市民が参加するために必要なことは、「広報

紙などによる活動内容の情報提供」が全体で52.9％、女性56.6％、男性46.9％で最も高く、次いで

「労働時間の短縮や休暇制度の普及により、活動を行う時間のゆとりをつくる」が全体41.9％、男性

46.7％、女性39.3％となっている。 

広報紙などによる活動内容の情報提供

労働時間の短縮や休暇制度の普及により、
活動をおこなう時間のゆとりをつくる

職場や学校でボランティア活動等の
大切さを教える

ボランティアであっても
活動経費は支払われるようにする

一緒に参加する仲間をつくる

活動を呼びかける啓発

活動につながる学習機会を設ける

代表や会長職に就く女性を増やす

その他

無回答

52.9

41.9

31.3

30.9

28.7

26.5

24.3

2.8

5.1

1.8

46.9

46.7

31.2

30.3

31.2

24.2

23.0

2.3

5.6

1.4

56.6

39.3

31.4

31.7

27.3

28.2

25.2

2.7

4.8

1.2

0 10 20 30 40 50 60

全体 n=(1,127)  

男性 n=(426)  

女性 n=(662)  

(%)
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【参考】前回調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回は、「広報誌などによる活動内容の情報提供」が全体で63.1％、男性57.0％、女性67.8％で最も

高くなっているが、今回は男女ともに大きく減少している。また、「職場や学校でボランティア活動等

の大切さを教える」も男女ともに大きな減少となっている。一方で、今回選択肢として追加した「ボ

ランティアであっても活動経費は支払われるようにする」「一緒に参加する仲間をつくる」は３割前後

となり、必要な要素として捉えられていることが分かる。 

 

広報紙などによる
活動内容の情報提供

職場や学校でボランティア
活動等の大切さを教える

労働時間の短縮や休暇制度の
普及により自由時間をつくる

活動を呼びかける啓発

活動につながる
学習機会を設ける

その他

無回答

63.1

45.7

40.6

35.9

33.0

5.6

3.4

57.0

43.6

47.7

37.0

31.8

5.9

3.2

67.8

47.6

36.0

35.4

34.1

5.3

3.2

0 20 40 60 80

全体 n=(1,454)  

男性 n=(597)  

女性 n=(845)  

(%)
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Ｅ 男女の人権について 

 

（１）メディアにおける性表現・暴力表現について 

Ｑ１７ テレビ、新聞、雑誌などのメディアにおける性表現・暴力表現について、あなたはど

のようにお考えですか。（１）～（４）の各項目につき１つずつ選び、○をお付けくださ

い。また、その他にご意見がありましたら、（５）の欄にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他に記入された意見】 

意 見 件 数 

マス・メディアに責任がある 13 

テレビの放送内容や時間に規制を設けるべき 7 

社会全体の道徳観・倫理観が損なわれている 6 

インターネット上の情報に問題がある 5 

メディアリテラシーなどの教育が必要 4 

子どもの目に触れないような配慮が足りない 3 

積極的な道徳観･倫理観醸成の取組が必要 3 

雑誌等の電車内広告や店頭の配架に規制を設けるべき 3 

情報の取捨選択は個人に任せるべき 3 

児童ポルノ対策が必要 2 

価値観の多様性を認めるべき 1 

表現の自由を尊重すべき・規制に反対 1 

その他 15 

 

メディアにおける性表現・暴力表現については、全体では、「非常にそう思う」「やや思う」は、『そ

のような表現を望まない人や、子どもの目に触れないような配慮が足りない』が72.0％、『社会全体の

性に関する道徳観・倫理観が損なわれている』が71.7％、『女性の性的側面を過度に強調するなど、行

き過ぎた表現が目立つ』が62.0％、『女性に対する犯罪を助長する恐れがある』が61.6％となっている。

一方、「あまり思わない」「思わない」は、『女性に対する犯罪を助長する恐れがある』が35.5％、『女

性の性的側面を過度に強調するなど、行き過ぎた表現が目立つ』が34.9％、『社会全体の性に関する道

徳観・倫理観が損なわれている』が25.5％、『そのような表現を望まない人や、子どもの目に触れない

ような配慮が足りない』が24.7％となっている。 

n=(1,127)

女性の性的側面を過度に強調
するなど、行き過ぎた表現が目立つ

社会全体の性に関する道徳観・
倫理観が損なわれている

女性に対する犯罪を
助長する恐れがある

そのような表現を望まない人や、子どもの
目に触れないような配慮が足りない

23.4

17.2

28.4

48.3

44.4

43.6

20.5

28.0

19.5

5.0

7.5

5.2

2.8

2.9

3.3

(%)
13.8 48.2 27.7 7.2 3.2

非
常
に
そ
う
思
う

や
や
思
う

あ
ま
り
思
わ
な
い

思
わ
な
い

無
回
答
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性別では、「非常にそう思う」「やや思う」は、『女性に対する犯罪を助長する恐れがある』女性

68.0％、男性53.7％、『社会全体の性に関する道徳観・倫理観が損なわれている』女性78.1％、男性

64.3%、『女性の性的側面を過度に強調するなど、行き過ぎた表現が目立つ』女性67.4％、男性55.9％、

『そのような表現を望まない人や、子どもの目に触れないような配慮が足りない』女性77.5％、男性

66.6％で、いずれも女性の方の割合が10ポイント以上も高くなっている。 

 

 

男性 (426)

女性 (662)

男性 (426)

女性 (662)

男性 (426)

女性 (662)

男性 (426)

女性 (662)

ｎ

16.9

19.5

26.4

13.1

20.1

23.2

32.3

50.5

44.8

51.7

40.6

47.9

43.4

45.2

26.3

25.6

17.7

31.7

26.0

23.0

17.2

4.5

8.9

13.4

4.2

8.7

3.2

2.6

2.1

1.6

1.8

1.2

1.8

1.2

1.7

(%)
9.2 46.7 30.3 12.0

1.9
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性年代別 

女性の性的側面を過度に強調するなど、行き過ぎた表現が目立つ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性年代別では、男性の20～40代、女性の20代で「非常にそう思う」「やや思う」が低く、「思わない」

「あまり思わない」が５割前後と高くなっている。一方、男女ともに50～60代では「非常にそう思う」

「やや思う」が高く、特に女性で７割以上となっている。 

 

全体 (1,127)

男性／20歳未満 (11)

　　　20代 (37)

　　　30代 (56)

　　　40代 (91)

　　　50代 (83)

　　　60代 (148)

女性／20歳未満 (14)

　　　20代 (69)

　　　30代 (122)

　　　40代 (164)

　　　50代 (129)

　　　60代 (164)

ｎ

12.5

8.8

8.4

10.8

5.8

10.7

17.7

22.5

22.6

54.5

43.2

32.1

40.7

54.2

52.0

42.9

42.0

47.5

49.4

53.5

55.5

36.4

27.0

28.6

35.2

28.9

29.1

42.9

42.0

33.6

28.7

17.8

17.1

9.1

27.0

25.0

15.4

8.4

14.3

7.2

6.6

4.7

2.7

3.7

3.9

2.4

3.4

1.2

2.3

1.8

1.6

2.9

1.8

(%)
13.8 48.2 27.7 7.2 3.2

非
常
に
そ
う
思
う

や
や
思
う

あ
ま
り
思
わ
な
い

思
わ
な
い

無
回
答
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性年代別 

社会全体の性に対する道徳観・倫理観が損なわれている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性年代別では、男女ともに20代で「非常にそう思う」「やや思う」が低く、「思わない」「あまり思わ

ない」が男性で56.7％、女性で43.5％と高くなっている。一方、女性の30～60代では「非常にそう思

う」「やや思う」が７割以上と高くなっている。 

 

全体 (1,127)

男性／20歳未満 (11)

　　　20代 (37)

　　　30代 (56)

　　　40代 (91)

　　　50代 (83)

　　　60代 (148)

女性／20歳未満 (14)

　　　20代 (69)

　　　30代 (122)

　　　40代 (164)

　　　50代 (129)

　　　60代 (164)

ｎ

8.1

21.4

17.6

21.7

23.0

7.1

15.9

15.6

28.0

29.5

36.6

36.4

35.1

37.5

47.3

48.2

47.3

64.3

37.7

57.4

51.2

58.9

47.0

54.5

40.5

21.4

25.3

24.1

22.3

14.3

37.7

22.1

17.1

10.1

12.8

9.1

16.2

17.9

9.9

6.0

4.7

14.3

5.8

1.8

0.8

1.8

3.3

1.8

0.8

1.8

1.6

2.9

2.7

1.8

(%)
23.4 48.3 20.5 5.0

2.8

非
常
に
そ
う
思
う

や
や
思
う

あ
ま
り
思
わ
な
い

思
わ
な
い

無
回
答
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性年代別 

女性に対する犯罪を助長する恐れがある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性年代別では、男性の20～30代、女性の20代で「非常にそう思う」「やや思う」が低く、「思わない」

「あまり思わない」が男性で６割以上、女性で約５割と高くなっている。一方、男女ともに50～60代

では「非常にそう思う」「やや思う」が高く、特に女性で７割以上となっている。 

 

全体 (1,127)

男性／20歳未満 (11)

　　　20代 (37)

　　　30代 (56)

　　　40代 (91)

　　　50代 (83)

　　　60代 (148)

女性／20歳未満 (14)

　　　20代 (69)

　　　30代 (122)

　　　40代 (164)

　　　50代 (129)

　　　60代 (164)

ｎ

5.4

14.3

11.0

16.9

14.9

14.3

13.0

12.3

18.3

27.9

25.0

27.3

29.7

23.2

40.7

43.4

49.3

21.4

33.3

45.9

49.4

50.4

54.3

54.5

32.4

41.1

33.0

28.9

27.0

42.9

42.0

36.1

27.4

17.8

15.2

18.2

32.4

19.6

15.4

10.8

6.1

21.4

8.7

4.1

3.7

3.1

2.4

1.8

0.8

2.4

1.6

2.9

2.7

1.8

(%)
17.2 44.4 28.0 7.5

2.9

非
常
に
そ
う
思
う

や
や
思
う

あ
ま
り
思
わ
な
い

思
わ
な
い

無
回
答
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性年代別 

そのような表現を望まない人や、子どもの目に触れないような配慮が足りない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性年代別では、男性20代で「非常にそう思う」「やや思う」が低く、「思わない」「あまり思わない」

は男性20代で59.4％と高くなっている。一方、男性の50代、女性50～60代では「非常にそう思う」「や

や思う」が８割以上と高くなっている。 

 

全体 (1,127)

男性／20歳未満 (11)

　　　20代 (37)

　　　30代 (56)

　　　40代 (91)

　　　50代 (83)

　　　60代 (148)

女性／20歳未満 (14)

　　　20代 (69)

　　　30代 (122)

　　　40代 (164)

　　　50代 (129)

　　　60代 (164)

ｎ

18.2

16.2

25.0

17.6

26.5

26.4

21.4

20.3

21.3

29.3

44.2

40.2

63.6

24.3

39.3

45.1

54.2

41.2

21.4

43.5

52.5

45.7

42.6

43.9

18.2

40.5

25.0

25.3

10.8

23.6

50.0

26.1

22.1

20.7

7.8

11.0

18.9

8.9

12.1

8.4

4.7

7.1

7.2

4.1

3.0

3.9

1.2

2.5

1.8

1.6

3.0

1.6

2.9

1.8

(%)
28.4 43.6 19.5 5.2 3.3

非
常
に
そ
う
思
う

や
や
思
う

あ
ま
り
思
わ
な
い

思
わ
な
い

無
回
答
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経年比較 

女性の性的側面を過度に強調するなど、行き過ぎた表現が目立つ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、全体では「非常にそう思う」「やや思う」は8.1ポイント減少しており、男

性で9.9ポイント、女性で5.7ポイントの減少となっている。 

 

社会全体の性に関する道徳観・倫理観が損なわれている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、全体では「非常にそう思う」「やや思う」は9.8ポイント減少しており、男

性で13.7ポイント、女性で6.0ポイントの減少となっている。 

 

今回調査  全体 (1,127)

前回調査　全体 (1,454)

今回調査　男性 (426)

前回調査　男性 (597)

今回調査　女性 (662)

前回調査　女性 (845)

ｎ

38.4

19.5

34.8

26.4

40.9

43.1

44.8

43.2

51.7

43.2

13.3

25.6

15.6

17.7

11.6

8.9

4.9

1.8

2.6

3.1

2.5

1.7

2.1

1.2

1.5

(%)
23.4 48.3 20.5 5.0

2.8

 

今回調査  全体 (1,127)

前回調査　全体 (1,454)

今回調査　男性 (426)

前回調査　男性 (597)

今回調査　女性 (662)

前回調査　女性 (845)

ｎ

22.7

9.2

18.1

16.9

26.0

47.4

46.7

47.7

50.5

47.1

23.4

30.3

26.0

26.3

21.7

4.6

12.0

6.7

4.5

3.1

2.1

1.8

1.5

1.9

1.9

(%)
13.8 48.2 27.7 7.2 3.2
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女性に対する犯罪を助長する恐れがある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、全体では「非常にそう思う」「やや思う」は10.4ポイント減少しており、男

性で11.1ポイント、女性で9.0ポイントの減少となっている。 

 

そのような表現を望まない人や、子どもの目に触れないような配慮が足りない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、全体では「非常にそう思う」「やや思う」は11.3ポイント減少しており、男

性で13.1ポイント、女性で8.3ポイントの減少となっている。 

 

今回調査  全体 (1,127)

前回調査　全体 (1,454)

今回調査　男性 (426)

前回調査　男性 (597)

今回調査　女性 (662)

前回調査　女性 (845)

ｎ

40.4

23.2

36.0

32.3

43.2

42.9

43.4

43.7

45.2

42.6

11.7

23.0

14.1

17.2

9.9

8.7

4.7

1.4

3.2

2.8

2.8

2.1

2.3

1.6

1.5

(%)
28.4 43.6 19.5 5.2 3.3

 

今回調査  全体 (1,127)

前回調査　全体 (1,454)

今回調査　男性 (426)

前回調査　男性 (597)

今回調査　女性 (662)

前回調査　女性 (845)

ｎ

25.7

13.1

23.3

20.1

27.7

46.3

40.6

41.5

47.9

49.3

22.2

31.7

28.0

26.0

18.1

13.4

5.9

4.2

2.6

3.9

2.2

1.8

1.3

1.2

1.9

(%)
17.2 44.4 28.0 7.5

2.9
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【参考】国の調査結果 

 

メディアにおける性・暴力表現に対する考え方 

 （テレビ、新聞、雑誌、インターネット、コンピュータゲームなどのメディアにおける性・暴力

表現について、問題があると思うか） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メディアにおける性・暴力表現による問題点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国（内閣府）の調査において、テレビ、新聞、雑誌、インターネット、コンピュータゲームなどの

メディアにおける性・暴力表現について、問題点があるか」とたずねたところ、「そう思う」「どちら

かといえばそう思う」は全体で73.8％となっている。また、具体的な問題点としては、「そのような表

現を望まない人や子どもの目に触れている」が60.3％で最も高く、次いで「社会全体の性に関する道

徳観・倫理観が損なわれている」が55.4％、「児童に対する性犯罪を助長する」が52.8％となっている。 

 

 

 

n=(2,238)  

そのような表現を望まない
人や子どもの目に触れている

社会全体の性に関する道徳観・
倫理観が損なわれている

児童に対する性犯罪を
助長する

自分自身が、そのような表現を
望まないので不快に感じる

女性の性的側面を過度に強調するなど、
女性の人権が侵害されている

女性に対する
暴力を助長する

その他

わからない

60.3

55.4

52.8

38.2

36.9

32.9

0.7

1.5

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

40.5 33.3 11.6 9.1 5.4

ｎ

(3,033)

(%)

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い
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（２）セクシュアル・ハラスメントやパワーハラスメントの経験 

Ｑ１８ あなたは職場・地域・学校などで、セクシュアル・ハラスメントやパワーハラスメン

トを受けたり、あるいはしたり、身近で見聞きしたことがありますか。（１）～（15）の

各項目について１から５のうち１つずつ選び、○をお付けください。また、その他の行為

についてご経験がありましたら、（16）の欄にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セクシュアル・ハラスメントやパワーハラスメントの経験については、全体では、「自分のまわりに

はないと思う」が『その他』以外の項目では最も高くなっており、特に『ヌード写真などを職場に貼

n=(1,127)

いやがっているのに、
性に関する話を聞かせる

「女だから」、「女のくせに」
と差別的な発言をする

仕事中に異性の
身体を触る

宴会でお酌や
デュエットを強要する

上司が地位を利用した
性的誘いをする

性的な噂話などによって、
職場に居づらくする

仕事に関係のない食事に
たびたび誘う

結婚の予定や出産予定を
たびたび聞く

容姿について
繰り返し言う

帰宅途中、後をつける

性的な内容の手紙・
メール・電話をする

ヌード写真などを
職場に貼る、見せる

「お前の仕事のできは最悪だ」「クビを
覚悟しろ」と頭ごなしに罵倒される

挨拶をしても
自分だけ無視される

きちんと仕事を
与えてもらえない

その他

12.8

8.3

11.2

5.7

7.4

9.8

5.3

9.5

5.0

30.0

16.7

19.4

12.2

10.4

13.8

14.4

21.5

5.9

6.8

16.5

12.9

14.3

79.4

81.1

72.8

71.6

62.1

85.1

84.4

90.1

71.0

70.7

73.7

4.2

4.2

4.1

4.7

4.4

4.4

4.2

4.4

4.5

4.4

4.5

4.3

4.5

91.81.8

0.7

3.0

2.6

1.9

2.7

0.3

0.1

0.5

0.2

0.3

1.0

0.7

0.4

0.1

1.5

0.7

2.8

4.4

0.3 0.4

2.2

2.6

2.1

0.2

1.2

1.7

1.4

1.5

2.8

1.9

1.7

1.2

3.5

1.9

5.7

62.7

66.5

48.4

3.9

(%)
6.5 21.7 4.2

0.4

3.3 64.0

受
け
た
こ
と
が
あ
る

し
た
こ
と
が
あ
る

見
聞
き
し
た
こ
と
が

あ
る

相
談
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る

自
分
の
ま
わ
り
に
は

な
い
と
思
う

無
回
答
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る、見せる』で90.1％、『帰宅途中、後をつける』で85.1％、『性的な内容の手紙・メール・電話をす

る』で84.4％、『性的な噂話などによって、職場に居づらくする』で81.1％となっている。 

一方、具体的な経験としては、「受けたことがある」は、『「女だから」、「女のくせに」と差別的な発

言をする』で12.8％、『宴会でお酌やデュエットを強要する』で11.2％、『容姿について繰り返し言

う』で9.8％、『挨拶をしても自分だけ無視される』で9.5％、「見聞きしたことがある」は、『「女だか

ら」、「女のくせに」と差別的な発言をする』で30.0％、『いやがっているのに、性に関する話を聞かせ

る』で21.7％、『容姿について繰り返し言う』で21.5％、『宴会でお酌やデュエットを強要する』で

19.4％となっている。 

 

 

 

 

 

男性 (426)

女性 (662)

男性 (426)

女性 (662)

男性 (426)

女性 (662)

男性 (426)

女性 (662)

男性 (426)

女性 (662)

男性 (426)

女性 (662)

男性 (426)

女性 (662)

男性 (426)

女性 (662)

ｎ

9.8

21.1

13.6

18.3

4.5

8.9

11.8

6.3

19.2

34.7

27.5

17.4

17.2

23.2

17.8

13.1

11.8

10.6

10.7

15.0

13.9

15.3

14.4

4.1

75.6

62.2

69.5

59.4

82.9

79.3

84.3

81.1

77.0

71.8

77.9

69.0

1.2

0.7

3.0

0.2

1.2

0.5

0.9

0.2

1.6

0.9

0.2

0.9

2.6

0.3

1.4

0.8

0.3

1.7

1.4

2.6

3.5

1.7

2.1

2.0

1.4

1.4

1.2

2.6

2.0

1.9

3.0

46.1

53.5

65.3

3.0

2.6

2.9

2.8

3.5

2.6

2.4

2.6

2.3

2.3

2.6

2.6

2.6

2.6

2.4

(%)
27.0 4.01.9

0.7

63.6

2.8

受
け
た
こ
と
が
あ
る

し
た
こ
と
が
あ
る

見
聞
き
し
た
こ
と
が

あ
る

相
談
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る

自
分
の
ま
わ
り
に
は

な
い
と
思
う

無
回
答

仕事に関係のない
食事にたびたび誘う

結婚の予定や
出産予定を
たびたび聞く

仕事中に異性の
身体を触る

宴会でお酌や
デュエットを
強要する

上司が地位を利用
した性的誘いをする

性的な噂話などに
よって、職場に
居づらくする

いやがっているの
に、性に関する
話を聞かせる

｢女だから｣、
｢女のくせに｣と差別
的な発言をする
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性別では、全体と同様、男女ともに「自分のまわりにはないと思う」が『その他』以外の項目で最

も高くなっている。一方、具体的な経験としては、「受けたことがある」は、女性では『「女だから」、

「女のくせに」と差別的な発言をする』で21.1％、『宴会でお酌やデュエットを強要する』で18.3％、

『容姿について繰り返し言う』で15.4％、『仕事中に異性の身体を触る』で13.6％、『結婚の予定や出

産予定をたびたび聞く』で11.8％となっており、男性よりも10ポイント以上高くなっている。また、

『挨拶をしても自分だけ無視される』は女性で12.1％、男性で6.3％と男女ともに高い。「見聞きした

ことがある」は、『「女だから」、「女のくせに」と差別的な発言をする』で男性34.7％、女性27.5％、

『いやがっているのに、性に関する話を聞かせる』で男性27.0％、女性19.2％、『宴会でお酌やデュ

エットを強要する』で男性23.2％、女性17.8％と、それぞれ男性の方が５ポイント以上高い。 

男性 (426)

女性 (662)

男性 (426)

女性 (662)

男性 (426)

女性 (662)

男性 (426)

女性 (662)

男性 (426)

女性 (662)

男性 (426)

女性 (662)

男性 (426)

女性 (662)

男性 (426)

女性 (662)

ｎ

15.4

4.1

5.0

8.0

6.3

12.1

4.5

5.6

20.5

6.2

8.7

6.0

5.4

4.1

18.8

15.7

14.1

12.7

15.3

14.4

87.6

84.4

91.5

91.4

68.1

74.6

75.1

69.2

76.3

73.7

93.0

90.9

1.7

1.9

3.6

1.2

0.2

0.3

0.2

0.2

0.2

1.2

0.5

0.3

0.2

0.9

6.1

0.3

0.2

0.8

2.9

1.2

3.3

1.6

2.7

1.4

0.3

1.4

1.2

2.0

1.4

1.7

6.3

4.9

58.9

89.4

84.4

3.2

2.6

2.7

2.6

3.2

2.6

3.0

2.6

3.2

2.6

3.0

2.6

2.6

(%)
24.61.9

1.2 1.2

68.5

2.6

受
け
た
こ
と
が
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る

し
た
こ
と
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る

見
聞
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し
た
こ
と
が

あ
る

相
談
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る

自
分
の
ま
わ
り
に
は

な
い
と
思
う

無
回
答

きちんと
仕事をしても
与えてもらえない

その他

性的な内容の
手紙・メール・
電話をする

ヌード写真などを
職場に貼る、見せる

｢お前に仕事の出来
は最悪だ｣｢クビを覚
悟しろ｣と頭ごなしに
罵倒される

挨拶をしても
自分だけ
無視される

容姿について
繰り返し言う

帰宅途中、
あとをつける
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【参考】前回調査の結果 

セクハラを受けた経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パワハラを受けた経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査では、セクハラを受けた経験は、女性の20～40代で高く、特に30代で28.1％となっている。

パワハラを受けた経験は、男女ともに20～50代で１割台となっている。 
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（３）夫婦間で暴力だと思われることについて 

Ｑ１９ あなたは、次のようなことが夫婦の間で行われた場合、それを暴力だと思いますか。

（１）～（13）の各項目について１から４のうちあなたの考えに近い番号を１つずつ選

び、○をお付けください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夫婦間で暴力だと思われることについては、全体では、「暴力にあたる」「暴力にあたる場合もそう

でない場合もある」が、すべての項目で７割以上を占めており、特に「暴力にあたる」は『命の危険

を感じるほどの暴力』で95.9％、『医師の治療が必要となるほどの暴力』で94.8％となっている。一方、

「暴力にはあたらない」は『何を言っても無視する』で19.7％、『交友関係や電話を細かく監視する』

で16.9％、『外出しないように言う』で12.6％と高くなっている。 

 

 

見たくないのに
ポルノ等を見せる

避妊に協力しない

いやがっているのに
性的な行為を強要する
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殴るふり、怒鳴るなど脅す
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命の危険を
感じるほどの暴力

交友関係や電話を
細かく監視する

外出しないように言う

大切にしているものを
わざと壊す・捨てる

「誰のおかげで
食べられるんだ」等の発言
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殴るふり、
怒鳴るなど脅す
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性別では、全体と同様、「暴力にあたる」「暴力にあたる場合もそうでない場合もある」が、すべて

の項目で男女ともに７割以上を占めているが、「暴力にあたる」は女性の方が男性よりも高く、特に

『「誰のおかげで食べられるんだ」等の発言』で女性71.6％、男性54.2％、『避妊に協力しない』で女

性68.3％、男性52.3％、『外出しないように言う』で女性55.4％、男性39.7％で15ポイント以上高く

なっている。一方、「暴力にはあたらない」は、『何を言っても無視する』で男性20.7％、女性19.2％

で、男女ともに高く、『交友関係や電話を細かく監視する』で男性20.9％、女性14.2％と、男性の方が

女性より6.7ポイント高くなっている。 
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【参考】国の調査結果 
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国（内閣府）の調査では、男女ともに「どんな場合でも暴力にあたると思う」「暴力にあたると場合

も、そうでない場合もあると思う」が、すべての項目で男女ともに７割以上を占めており、特に『身

体を傷つける可能性のある物でなぐる』『刃物などを突きつけて、おどす』は「どんな場合でも暴力に

あたると思う」が９割台と高くなっている。一方、「暴力にあたるとは思わない」は、『交友関係や電

話を細かく監視する』で男性17.3％、女性14.9％で、『何を言っても長期間無視し続ける』で男性

14.5％、女性13.8％とやや高くなっている。 
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（４）配偶者・恋人間で暴力を振るった、または振るわれた経験と暴力の内容 

Ｑ２０ 平成13年4月に「配偶者暴力防止法」が制定され、平成20年に改正法が成立した後、

平成25年６月に交際相手からの暴力についても法の適用対象とする改正法が成立しまし

た。あなたは、配偶者・恋人から、次のような暴力を振るわれたり、あるいは配偶者・恋

人に暴力を振るったり、身近で見聞きしたことはありますか。（１）～（14）の各項目に

ついて１から４のうち１つずつ選び、○をお付けください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者・恋人間で暴力を振るった、または振るわれた経験については、全体では、「自分のまわりに

はないと思う」が『その他』以外の項目では最も高くなっており、特に『見たくないのにポルノ等を

見せる』で89.7％、『命の危険を感じるほどの暴力』で88.6％、『医師の治療が必要となるほどの暴

力』で84.3％、『避妊に協力しない』で82.7％、『いやがっているのに性的な行為を強要する』で
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81.2％となっている。 

一方、具体的な経験としては、「ふるわれたことがある」は、『殴るふり、怒鳴るなど脅す』で9.4％、

『何を言っても無視する』で8.8％、『「誰のおかげで食べられるんだ」等の発言』で7.7％、『医師の治

療は必要ないが暴力』で7.0％、「見聞きしたことがある」は、『交友関係や電話を細かく監視する』で

21.7％、『「誰のおかげで食べられるんだ」等の発言』で20.0％、『何を言っても無視する』で18.7％、

『殴るふり、怒鳴るなど脅す』で17.1％となっている。 
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性別では、全体と同様、男女ともに「自分のまわりにはないと思う」が『その他』以外の項目で最

も高くなっている。一方、具体的な経験としては、「ふるわれたことがある」は、女性では『殴るふり、

怒鳴るなど脅す』で13.9％、『「誰のおかげで食べられるんだ」等の発言』で11.2％、『医師の治療は必

要ないが暴力』で9.5％、『いやがっているのに性的な行為を強要する』で8.3％、『交友関係や電話を

細かく監視する』で7.7％となっており、男性よりも高くなっている。また、『何を言っても無視す

る』は女性で10.7％、男性で6.1％と男女ともに高い。「見聞きしたことがある」は、『「誰のおかげで

食べられるんだ」等の発言』で男性16.0％、女性22.1％、『交友関係や電話を細かく監視する』で男性

17.8％、女性24.8％と、それぞれ女性の方が男性よりも５ポイント以上高い。 
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わ
り
に
は

い
な
い
と
思
う

無
回
答

その他

見たくないのに
ポルノ等を見せる

避妊に協力しない

いやがっているのに
性的な行為を
強要する

生活費を渡さない

医師の治療が
必要となるほどの
暴力

命の危険を
感じるほどの暴力
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性年代別 

何を言っても無視する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性年代別では、男女ともにすべての年代で「自分のまわりにはないと思う」が最も高い。「ふるわれ

たことがある」は、女性の40～60代で男性より高く、40代で18.3％、50代で11.6％、60代で9.1％であ

る。一方、「ふるったことがある」は男性の60代で10.8％である。また、「見聞きしたことがある」は

男性では30～60代で２割以上、女性では30代で20.5％となっている。 

 

全体 (1,127)

男性／20歳未満 (11)

　　　20代 (37)

　　　30代 (56)

　　　40代 (91)

　　　50代 (83)

　　　60代 (148)

女性／20歳未満 (14)

　　　20代 (69)

　　　30代 (122)

　　　40代 (164)

　　　50代 (129)

　　　60代 (164)

ｎ

9.1

8.1

7.1

7.7

6.0

4.1

5.8

5.7

18.3

11.6

9.1

7.1

6.6

4.8

10.8

4.3

6.7

7.9

18.9

21.4

20.9

27.7

20.9

17.4

20.5

15.9

17.1

16.5

90.9

70.3

64.3

64.8

59.0

60.1

100.0

71.0

71.3

57.9

66.7

61.6

4.1

4.9

3.9

1.6

2.7

0.8

1.2

0.8

1.4

2.4

(%)
8.8 6.1 18.7 63.6

2.8

ふ
る
わ
れ
た
こ
と
が

あ
る

ふ
る
っ

た
こ
と
が
あ

る 見
聞
き
し
た
こ
と
が

あ
る

自
分
の
ま
わ
り
に
は

い
な
い
と
思
う

無
回
答
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交友関係や電話を細かく監視する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性年代別では、男女ともにすべての年代で「自分のまわりにはないと思う」が最も高い。「ふるわれ

たことがある」は、女性の20～40代で男性より高く、40代で12.8％、20代で10.1％、30代で9.0％であ

る。また、「見聞きしたことがある」は女性の20～60代で２割を超えており、特に20代で40.6％となっ

ている。 

 

 

全体 (1,127)

男性／20歳未満 (11)

　　　20代 (37)

　　　30代 (56)

　　　40代 (91)

　　　50代 (83)

　　　60代 (148)

女性／20歳未満 (14)

　　　20代 (69)

　　　30代 (122)

　　　40代 (164)

　　　50代 (129)

　　　60代 (164)

ｎ

5.4

5.4

7.1

10.1

9.0

12.8

5.4

18.9

23.2

17.6

20.5

15.5

14.3

40.6

25.4

22.0

23.3

22.6

100.0

75.7

69.6

78.0

74.7

75.0

78.6

44.9

63.1

62.8

68.2

69.5

4.7

5.52.4

3.4

2.4

2.2

1.6

1.2

1.6

2.9

1.4

2.2

1.8

1.6

1.2

0.8

1.4

2.4

(%)
5.9 21.7 68.1

1.2 2.9

ふ
る
わ
れ
た
こ
と
が

あ
る

ふ
る
っ

た
こ
と
が
あ

る 見
聞
き
し
た
こ
と
が

あ
る

自
分
の
ま
わ
り
に
は

い
な
い
と
思
う

無
回
答
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外出しないように言う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性年代別では、男女ともにすべての年代で「自分のまわりにはないと思う」が最も高い。「ふるわれ

たことがある」は、女性では40代で6.1％、20代で5.8％、男性では30代で5.4％である。また、「見聞

きしたことがある」は女性では50代で21.7％、60代で18.3％、40代で15.2％となっている。 

 

全体 (1,127)

男性／20歳未満 (11)

　　　20代 (37)

　　　30代 (56)

　　　40代 (91)

　　　50代 (83)

　　　60代 (148)

女性／20歳未満 (14)

　　　20代 (69)

　　　30代 (122)

　　　40代 (164)

　　　50代 (129)

　　　60代 (164)

ｎ

5.4

7.1

5.8

4.1

6.1

13.5

7.1

12.1

13.3

12.2

11.6

13.1

15.2

21.7

18.3

100.0

86.5

87.5

84.6

83.1

78.4

92.9

81.2

81.1

76.2

73.6

74.4

4.7

5.51.8

2.3

2.0

2.2

0.8

2.7

1.2

1.1

1.6

2.4

1.6

1.4

2.4

(%)
14.3 78.73.2

0.6

3.2

ふ
る
わ
れ
た
こ
と
が

あ
る

ふ
る
っ

た
こ
と
が
あ

る 見
聞
き
し
た
こ
と
が

あ
る

自
分
の
ま
わ
り
に
は

い
な
い
と
思
う

無
回
答
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大切にしているものをわざと壊す・捨てる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性年代別では、男女ともにすべての年代で「自分のまわりにはないと思う」が最も高い。「ふるわれ

たことがある」は、女性では40代で7.3％、男性では60代で6.1％である。また、「見聞きしたことがあ

る」は男性では50代で15.7％、30代で14.3％、女性では40代で15.9％、20代で14.5％となっている。 

 

全体 (1,127)

男性／20歳未満 (11)

　　　20代 (37)

　　　30代 (56)

　　　40代 (91)

　　　50代 (83)

　　　60代 (148)

女性／20歳未満 (14)

　　　20代 (69)

　　　30代 (122)

　　　40代 (164)

　　　50代 (129)

　　　60代 (164)

ｎ

5.4

6.1

4.9

7.3

4.7

5.5

16.2

14.3

11.0

15.7

12.2

7.1

14.5

10.7

15.9

11.6

9.8

100.0

83.8

78.6

84.6

74.7

76.4

92.9

81.2

81.1

74.4

81.4

79.3

4.7

5.5

2.9

3.6

3.3

0.8

0.6

2.5

0.7

3.6

1.8

1.6

1.8

0.8

1.4

2.4

1.1

(%)
5.1 12.3 78.4

1.0

3.1

ふ
る
わ
れ
た
こ
と
が

あ
る

ふ
る
っ

た
こ
と
が
あ

る 見
聞
き
し
た
こ
と
が

あ
る

自
分
の
ま
わ
り
に
は

い
な
い
と
思
う

無
回
答
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｢誰のおかげで食べられるんだ｣等の発言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性年代別では、男女ともにすべての年代で「自分のまわりにはないと思う」が最も高い。「ふるわれ

たことがある」は、女性の20～60代で男性よりも高く、40代で16.5％、30代で11.5％、50代で10.1％

である。一方、「ふるったことがある」は男性の60代で8.8％、50代で6.0％である。また、「見聞きし

たことがある」は女性の20～60代で高く、特に50代で29.5％となっている。 

 

全体 (1,127)

男性／20歳未満 (11)

　　　20代 (37)

　　　30代 (56)

　　　40代 (91)

　　　50代 (83)

　　　60代 (148)

女性／20歳未満 (14)

　　　20代 (69)

　　　30代 (122)

　　　40代 (164)

　　　50代 (129)

　　　60代 (164)

ｎ

5.8

11.5

16.5

10.1

9.8

6.0

8.8

5.4

10.7

19.8

13.3

20.9

14.3

21.7

19.7

20.1

29.5

20.7

100.0

94.6

83.9

75.8

74.7

63.5

85.7

71.0

68.0

61.0

58.9

62.8

5.4

6.1

1.4

3.6

2.2

3.6

0.6

0.8

0.6

2.2

1.8

0.8

1.8

0.8

1.4

2.4

(%)
7.7 20.0 67.1

2.1

3.1

ふ
る
わ
れ
た
こ
と
が

あ
る

ふ
る
っ

た
こ
と
が
あ

る 見
聞
き
し
た
こ
と
が

あ
る

自
分
の
ま
わ
り
に
は

い
な
い
と
思
う

無
回
答
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殴るふり、怒鳴るなど脅す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性年代別では、男女ともにすべての年代で「自分のまわりにはないと思う」が最も高い。「ふるわれ

たことがある」は、女性の20～60代で男性よりも高く、40代で20.1％、30代で14.8％、50代で13.2％

である。一方、「ふるったことがある」は男性の60代で12.2％、50代で9.6％である。また、「見聞きし

たことがある」は女性の20～30代で２割台と高くなっている。 

 

全体 (1,127)

男性／20歳未満 (11)

　　　20代 (37)

　　　30代 (56)

　　　40代 (91)

　　　50代 (83)

　　　60代 (148)

女性／20歳未満 (14)

　　　20代 (69)

　　　30代 (122)

　　　40代 (164)

　　　50代 (129)

　　　60代 (164)

ｎ

10.1

14.8

20.1

13.2

10.4

9.1

7.1

5.5

9.6

12.2

4.3

8.1

12.5

17.6

18.1

15.5

21.4

21.7

23.0

15.9

19.4

15.2

90.9

91.9

76.8

73.6

66.3

65.5

78.6

62.3

59.8

59.8

65.1

69.5

4.7

4.9

2.0

3.6

3.3

3.6

0.8

1.8

1.6

1.6

2.4

0.8

1.4

2.4

(%)
9.4 4.3 17.1 66.2 3.0

ふ
る
わ
れ
た
こ
と
が

あ
る

ふ
る
っ

た
こ
と
が
あ

る 見
聞
き
し
た
こ
と
が

あ
る

自
分
の
ま
わ
り
に
は

い
な
い
と
思
う

無
回
答
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医師の治療は必要ない暴力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性年代別では、男女ともにすべての年代で「自分のまわりにはないと思う」が最も高い。「ふるわれ

たことがある」は、女性の30～60代で男性よりも高く、40代で14.0％、50代で12.4％である。一方、

「ふるったことがある」は男性の60代で5.4％である。また、「見聞きしたことがある」は女性の20～

30代で約２割と高くなっている。 

 

全体 (1,127)

男性／20歳未満 (11)

　　　20代 (37)

　　　30代 (56)

　　　40代 (91)

　　　50代 (83)

　　　60代 (148)

女性／20歳未満 (14)

　　　20代 (69)

　　　30代 (122)

　　　40代 (164)

　　　50代 (129)

　　　60代 (164)

ｎ

4.8

7.4

14.0

12.4

7.9

9.1

4.4

5.4

10.8

5.4

14.3

12.0

10.1

14.3

20.3

20.5

15.2

18.6

9.8

90.9

86.5

91.1

78.0

78.3

76.4

85.7

72.5

70.5

68.3

67.4

75.6

5.4

6.1

2.9

2.7

3.3

1.8

2.7

0.6

0.8

2.9

2.4

1.8

1.6

2.4

0.8

1.4

2.4

(%)
7.0 13.7 74.2

1.9

3.3

ふ
る
わ
れ
た
こ
と
が

あ
る

ふ
る
っ

た
こ
と
が
あ

る 見
聞
き
し
た
こ
と
が

あ
る

自
分
の
ま
わ
り
に
は

い
な
い
と
思
う

無
回
答
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医師の治療が必要になるほどの暴力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性年代別では、男女ともにすべての年代で「自分のまわりにはないと思う」が最も高い。「ふるわれ

たことがある」は、女性の50代で3.9％、40代と60代でともに3.7％である。また、「見聞きしたことが

ある」は男性の40～50代、女性の30～50代で１割台となっている。 

 

全体 (1,127)

男性／20歳未満 (11)

　　　20代 (37)

　　　30代 (56)

　　　40代 (91)

　　　50代 (83)

　　　60代 (148)

女性／20歳未満 (14)

　　　20代 (69)

　　　30代 (122)

　　　40代 (164)

　　　50代 (129)

　　　60代 (164)

ｎ

12.1

12.0

6.8

7.1

8.7

10.7

14.0

13.2

7.9

100.0

97.3

94.6

85.7

83.1

83.8

92.9

88.4

86.1

80.5

81.4

82.9

5.4

5.53.7

3.9

3.7

1.6

1.4

2.0

2.4

2.2

1.8

0.8

2.0

3.6

2.7

1.6

1.8

0.8

1.4

2.4

(%)
9.6 84.32.7

0.4

3.1

ふ
る
わ
れ
た
こ
と
が

あ
る

ふ
る
っ

た
こ
と
が
あ

る 見
聞
き
し
た
こ
と
が

あ
る

自
分
の
ま
わ
り
に
は

い
な
い
と
思
う

無
回
答
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命の危険を感じるほどの暴力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性年代別では、男女ともにすべての年代で「自分のまわりにはないと思う」が最も高い。「ふるわれ

たことがある」は、男性では50代で3.6％、女性では50代で3.1％、40代で3.0％である。また、「見聞

きしたことがある」は男女ともに40～50代でやや高くなっている。 

 

全体 (1,127)

男性／20歳未満 (11)

　　　20代 (37)

　　　30代 (56)

　　　40代 (91)

　　　50代 (83)

　　　60代 (148)

女性／20歳未満 (14)

　　　20代 (69)

　　　30代 (122)

　　　40代 (164)

　　　50代 (129)

　　　60代 (164)

ｎ

8.8

7.2

4.7

7.1

4.3

7.3

9.3

4.9

100.0

97.3

96.4

89.0

85.5

86.5

92.9

94.2

92.6

87.8

86.0

87.2

5.4

5.52.4

3.1

3.0

2.5

2.0

3.6

1.1

3.6

0.8

1.4

1.2

1.1

3.3

2.7

1.6

1.8

0.8

1.4

2.4

(%)
5.5 88.62.3

0.5 3.1

ふ
る
わ
れ
た
こ
と
が

あ
る

ふ
る
っ

た
こ
と
が
あ

る 見
聞
き
し
た
こ
と
が

あ
る

自
分
の
ま
わ
り
に
は

い
な
い
と
思
う

無
回
答



第２章 調査結果の詳細 

 116 

見たくないのにポルノ等を見せられる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性年代別では、男女ともにすべての年代で「自分のまわりにはないと思う」が最も高い。「ふるわれ

たことがある」は、女性では30代で4.1％、40代で2.4％である。また、「見聞きしたことがある」は男

性では40～60代で高く、特に50代で12.0％となっている。 

 

 

全体 (1,127)

男性／20歳未満 (11)

　　　20代 (37)

　　　30代 (56)

　　　40代 (91)

　　　50代 (83)

　　　60代 (148)

女性／20歳未満 (14)

　　　20代 (69)

　　　30代 (122)

　　　40代 (164)

　　　50代 (129)

　　　60代 (164)

ｎ

4.1

7.7

12.0

6.1

4.1

4.9

5.5

100.0

100.0

96.4

91.2

83.1

86.5

100.0

95.7

89.3

90.2

93.0

87.8

4.7

5.51.2

1.6

2.4

0.7

1.2

0.8

2.0

1.2

1.1

1.8

3.9

2.9

1.8

1.6

2.4

1.6

1.4

2.4

(%)
5.0 89.71.4

0.6

3.3

ふ
る
わ
れ
た
こ
と
が

あ
る

ふ
る
っ

た
こ
と
が
あ

る 見
聞
き
し
た
こ
と
が

あ
る

自
分
の
ま
わ
り
に
は

い
な
い
と
思
う

無
回
答
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避妊に協力しない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性年代別では、男女ともにすべての年代で「自分のまわりにはないと思う」が最も高い。「ふるわれ

たことがある」は、女性では30代で8.2％、20代と40代でともに4.3％である。また、「見聞きしたこと

がある」は女性の20代で24.6％と高くなっている。 

 

全体 (1,127)

男性／20歳未満 (11)

　　　20代 (37)

　　　30代 (56)

　　　40代 (91)

　　　50代 (83)

　　　60代 (148)

女性／20歳未満 (14)

　　　20代 (69)

　　　30代 (122)

　　　40代 (164)

　　　50代 (129)

　　　60代 (164)

ｎ

4.3

8.2

4.3

5.4

7.1

7.7

12.0

8.8

14.3

24.6

7.4

11.6

12.4

9.8

100.0

94.6

91.1

89.0

81.9

83.8

85.7

69.6

83.6

81.7

82.2

81.7

5.4

5.53.0

3.1

2.4

1.1

1.8

2.0

1.2

2.2

2.3

2.4

0.8

1.4

2.4

(%)
10.2 82.73.2

0.6

3.3

ふ
る
わ
れ
た
こ
と
が

あ
る

ふ
る
っ

た
こ
と
が
あ

る 見
聞
き
し
た
こ
と
が

あ
る

自
分
の
ま
わ
り
に
は

い
な
い
と
思
う

無
回
答
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いやがっているのに性的な行為を強要する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性年代別では、男女ともにすべての年代で「自分のまわりにはないと思う」が最も高い。「ふるわれ

たことがある」は、女性の30～60代で男性よりも高く、30代で10.7％、60代で9.1％である。また、

「見聞きしたことがある」は男性では50代で13.3％、女性では20代で13.0％、40代で12.2％となって

いる。 

 

全体 (1,127)

男性／20歳未満 (11)

　　　20代 (37)

　　　30代 (56)

　　　40代 (91)

　　　50代 (83)

　　　60代 (148)

女性／20歳未満 (14)

　　　20代 (69)

　　　30代 (122)

　　　40代 (164)

　　　50代 (129)

　　　60代 (164)

ｎ

7.1

10.7

7.9

8.5

9.1

8.1

10.7

8.8

13.3

8.1

7.1

13.0

8.2

12.2

10.9

7.3

100.0

91.9

87.5

87.9

83.1

82.4

85.7

82.6

79.5

77.4

79.1

78.7

5.4

4.9

2.9

1.4

1.1

1.8

0.8

2.7

1.2

2.2

1.6

2.4

0.8

1.4

2.4

(%)
5.5 9.5 81.2

0.7

3.1

ふ
る
わ
れ
た
こ
と
が

あ
る

ふ
る
っ

た
こ
と
が
あ

る 見
聞
き
し
た
こ
と
が

あ
る

自
分
の
ま
わ
り
に
は

い
な
い
と
思
う

無
回
答
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生活費を渡さない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性年代別では、男女ともにすべての年代で「自分のまわりにはないと思う」が最も高い。「ふるわれ

たことがある」は、女性の20～60代で男性よりも高く、40代で7.3％、60代で4.9％である。また、「見

聞きしたことがある」は女性の50代で19.4％、40代で16.5％と高くなっている。 

 

 

全体 (1,127)

男性／20歳未満 (11)

　　　20代 (37)

　　　30代 (56)

　　　40代 (91)

　　　50代 (83)

　　　60代 (148)

女性／20歳未満 (14)

　　　20代 (69)

　　　30代 (122)

　　　40代 (164)

　　　50代 (129)

　　　60代 (164)

ｎ

4.3

7.3

4.9

5.4

5.4

11.0

14.5

13.5

13.0

13.9

16.5

19.4

12.8

100.0

94.6

92.9

86.8

80.7

78.4

100.0

81.2

82.8

74.4

76.0

76.2

4.7

6.1

3.9

2.5

2.0

1.2

1.1

1.8

1.4

1.2

1.1

0.8

1.8

0.8

1.4

2.4

(%)
13.4 79.83.5

0.4

3.0

ふ
る
わ
れ
た
こ
と
が

あ
る

ふ
る
っ

た
こ
と
が
あ

る 見
聞
き
し
た
こ
と
が

あ
る

自
分
の
ま
わ
り
に
は

い
な
い
と
思
う

無
回
答
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その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性年代別では、「見聞きしたことがある」は男性の20代で27.0％と高く、女性では20～50代で１割台

となっている。 

 

 

全体 (1,127)

男性／20歳未満 (11)

　　　20代 (37)

　　　30代 (56)

　　　40代 (91)

　　　50代 (83)

　　　60代 (148)

女性／20歳未満 (14)

　　　20代 (69)

　　　30代 (122)

　　　40代 (164)

　　　50代 (129)

　　　60代 (164)

ｎ

27.0

12.5

4.4

7.2

13.5

14.3

10.1

13.9

12.2

10.9

7.3

95.6

92.8

85.1

85.7

89.9

84.4

86.6

89.1

91.51.2

1.2

0.8

0.7

0.8

0.7

87.5

73.0

100.0

(%)
11.00.4

0.3 0.2

88.1

ふ
る
わ
れ
た
こ
と
が

あ
る

ふ
る
っ

た
こ
と
が
あ

る 見
聞
き
し
た
こ
と
が

あ
る

自
分
の
ま
わ
り
に
は

い
な
い
と
思
う

無
回
答
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【参考】国の調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国（内閣府）の調査では、『配偶者からの被害経験の有無』は、「１、２度あった」「何度もあった」

は男性18.3％、女性32.9％で、女性が男性よりも14.6ポイント高い。それぞれの暴力種別にみても、

『身体的暴力』で12.6ポイント、『性的要求』で10.7ポイント、『心理的暴力』で8.3ポイント、「１、

２度あった」「何度もあった」は女性が男性よりも高くなっている。 

 

 

【参考】前回の調査結果 

暴力を振るわれたことがある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査では、暴力を振るわれた経験は、女性の30～60代で高く、50代で13.7％、30代で13.5％と

なっている。 

男性 (1,195)

女性 (1,403)

男性 (1,195)

女性 (1,403)

男性 (1,195)

女性 (1,403)

男性 (1,195)

女性 (1,403)

ｎ

22.3

11.7

19.7

7.4

11.1

9.5

10.6

6.2

6.7

4.6

65.5

84.5

72.2

86.9

78.2

92.7

81.2

4.0

4.7

3.0

0.4

2.1

1.6

3.8

3.6

1.9

2.2

1.6

(%)
15.0 79.73.3

2.0

１
、

２
度
あ
っ

た

何
度
も

あ
っ

た

ま
っ

た
く

な
い

無
回
答

配偶者からの
被害経験の有無

身体的暴行

心理的攻撃

性的強要

 n=(1)  

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

-

1.9

2.4

4.1

0.9

1.7

0 20 40 60 80 100 (%)
n=(1)  

n=(10)

n=(90)

n=(185)

n=(182)

n=(190)

n=(187)

-

5.6

13.5

8.2

13.7

11.2

020406080100 (%)

女性 男性 

女性 男性 
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（５）相談の有無、相談先、相談しなかった理由 

 ■相談の有無 

Ｑ２１ Ｑ１８でセクシュアル・ハラスメントやパワーハラスメントを「１．受けたことがあ

る」、ならびにＱ２０で暴力を「１．ふるわれたことがある」とお答えの方におたずねし

ます。あなたは、このような行為を受けていることについて、誰かに打ち明けたり、相談

したりしましたか。１つだけお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セクシュアル・ハラスメントやパワーハラスメントの被害経験がある人に、相談したことの有無を

たずねたところ、全体では、「相談した」が22.3％、「相談したかったが、しなかった」が8.0％、「相

談しようとは思わなかった」が21.1％となっている。 

性別では、「相談した」は、男性12.3％、女性25.9％と、女性の方が男性よりも13.6ポイント高く

なっている。一方、「相談しようとは思わなかった」は、男性24.6％、女性20.5％となっている。 

全体 (498)

男性 (114)

女性 (371)

ｎ

12.3

25.9

7.0

8.6

24.6

20.5

56.1

45.0

(%)
22.3 8.0 21.1 48.6

相
談
し
た

相
談
し
た
か
っ

た

が
、

し
な
か
っ

た

相
談
し
よ
う
と
は
思

わ
な
か
っ

た

無
回
答
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経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、全体では「相談した」は前回調査より7.9ポイント減少しており、男性で

4.4ポイント、女性で9.3ポイントの減少となっている。また、女性では「相談したかったが、しな

かった」は前回調査より6.4ポイントの減少となっている。 

 

 

 

今回調査  全体 (498)

前回調査　全体 (367)

今回調査　男性 (114)

前回調査　男性 (96)

今回調査　女性 (371)

前回調査　女性 (267)

ｎ

30.2

12.3

16.7

25.9

35.2

12.5

7.0

6.3

8.6

15.0

19.9

24.6

24.0

20.5

18.4

37.3

56.1

53.1

45.0

31.5

(%)
22.3 8.0 21.1 48.6
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■相談先 

Ｑ２１－１ Ｑ２１で「１．相談した」とお答えの方におたずねします。実際に、どこ（だ

れ）に相談しましたか。あてはまるものをすべてお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セクシュアル・ハラスメントやパワーハラスメントを受けていることの相談先は、「友人・知人」が

全体で62.2％、女性66.7％で最も高く、次いで「家族」となっており、全体49.5％、女性51.0％であ

る。 

 

 

友人・知人

家族

同じ経験をした人

公的機関（相談窓口、電話相談）

家庭裁判所・弁護士・警察など

医師・カウンセラーなど

民間の機関など
（ＮＰＯなどの民間支援グループ）

その他

62.2

49.5

15.3

12.6

8.1

8.1

0.9

15.3

35.7

42.9

14.3

21.4

-

14.3

-

50.0

66.7

51.0

15.6

10.4

9.4

7.3

1.0

10.4

0 20 40 60 80

全体 n=(111)  

男性 n=(14)  

女性 n=(96)  

(%)
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■相談しなかった理由 

Ｑ２１－２ Ｑ２１で「２．相談したかったがしなかった」、「３．相談しようとは思わなかっ

た」とお答えの方におたずねします。実際に、どこにも相談しなかったのはなぜですか。

あてはまるものをすべてお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談しなかった理由は、「相談するほどのことではないと思ったから」が全体で52.4％、女性53.7％、

男性47.2％と高い。次いで「相談しても無駄だと思ったから」が全体40.7％、男性47.2％、女性

38.9％となっている。「自分にも悪いところがあると思ったから」は男性25.0％、女性13.9％で11.1ポ

イント男性の方が高い。 

 

 

 

相談するほどのことではないと思ったから

相談しても無駄だと思ったから

自分さえ我慢すれば、
このままやっていけると思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

どこに相談したらよいかわからなかったから

他人を巻き込みたくなかったから

相談したことがわかると、仕返しや
もっとひどい暴力を受けると思ったから

周りに相談する人がいなかったから

身内に危害が及ぶと思ったから

その他

無回答

52.4

40.7

26.9

16.6

15.2

13.1

11.0

10.3

9.7

4.8

10.3

1.4

47.2

47.2

30.6

25.0

8.3

5.6

13.9

11.1

13.9

5.6

13.9

2.8

53.7

38.9

25.9

13.9

17.6

15.7

10.2

10.2

8.3

4.6

9.3

0.9

0 10 20 30 40 50 60

全体 n=(145)  

男性 n=(36)  

女性 n=(108)  

(%)
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（６）「デートＤＶ」という言葉の認知状況 

Ｑ２２ あなたは、「デートＤＶ（交際相手からの暴力）」ということばを知っていますか。１

つだけお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「デートＤＶ（交際相手からの暴力）」という言葉については、全体では「言葉も、その内容も知っ

ている」が40.1％、「言葉があることを知らなかった」が35.6％となっている。 

性別では、「言葉も、その内容も知っている」は女性45.5％、男性34.7％で女性が10.8ポイント高く、

「言葉があることを知らなかった」は男性40.8％、女性33.5％で男性が7.3ポイント高い。 

 

全体 (1,127)

男性 (426)

女性 (662)

ｎ

34.7

45.5

21.1

18.0

40.8

33.5
3.0

3.3

(%)
40.1 18.9 35.6 5.4

言
葉
も
、

そ
の
内
容

も
知
っ

て
い
る

言
葉
が
あ
る
こ
と
は

知
っ

て
い
る
が
、

内

容
は
よ
く
知
ら
な
い

言
葉
が
あ
る
こ
と
を

知
ら
な
か
っ

た

無
回
答
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性年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性年代別では、「言葉も、その内容も知っている」は女性では20～60代で高く、特に40代で50.6％、

50代で48.8％となっている。男性では40代で45.1％と高い。「言葉があることを知らなかった」は男性

の50代で48.2％、20代で45.9％と高くなっている。 

 

 

全体 (1,127)

男性／20歳未満 (11)

　　　20代 (37)

　　　30代 (56)

　　　40代 (91)

　　　50代 (83)

　　　60代 (148)

女性／20歳未満 (14)

　　　20代 (69)

　　　30代 (122)

　　　40代 (164)

　　　50代 (129)

　　　60代 (164)

ｎ

45.5

29.7

37.5

45.1

34.9

27.7

50.0

46.4

40.2

50.6

48.8

40.9

27.3

21.6

23.2

16.5

15.7

25.7

21.4

15.9

21.3

15.9

15.5

20.1

27.3

45.9

37.5

38.5

48.2

39.2

28.6

34.8

36.9

32.9

32.6

32.3

7.4

6.7

3.1

0.6

1.6

2.9

1.2

1.8

2.7

(%)
40.1 18.9 35.6 5.4

言
葉
も
、

そ
の
内
容

も
知
っ

て
い
る

言
葉
が
あ
る
こ
と
は

知
っ

て
い
る
が
、

内

容
は
よ
く
知
ら
な
い

言
葉
が
あ
る
こ
と
を

知
ら
な
か
っ

た

無
回
答
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国との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国（内閣府）の調査と比較すると、「言葉も、その内容も知っている」は全体では藤沢市40.1％、内

閣府33.7％で、藤沢市が内閣府よりも6.4ポイント高く、女性では藤沢市が45.5％、内閣府35.8％と、

9.7ポイント高くなっている。一方、「言葉があることを知らなかった」は、男性では藤沢市40.8％、

内閣府29.2％となっており、藤沢市が内閣府よりも11.6ポイント高くなっている。 

 

 

藤沢市　全体 (1,127)

内閣府　全体 (3,293)

藤沢市　男性 (426)

内閣府　男性 (1,542)

藤沢市　女性 (662)

内閣府　女性 (1,751)

ｎ

33.7

34.7

31.5

45.5

35.8

32.4

21.1

34.1

18.0

30.9

28.2

40.8

29.2

33.5

27.4

5.6

5.3

5.9

3.0

3.3

(%)
40.1 18.9 35.6 5.4

言
葉
も
、

そ
の
内
容

も
知
っ

て
い
る

言
葉
が
あ
る
こ
と
は

知
っ

て
い
る
が
、

内

容
は
よ
く
知
ら
な
い

言
葉
が
あ
る
こ
と
を

知
ら
な
か
っ

た

無
回
答
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（７）ＤＶ等の相談窓口の認知状況 

Ｑ２３ あなたは、ＤＶ等の相談先として次のような窓口をご存じですか。１から13のうちご

存じのものすべてに○をお付けください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＶ等の相談先として知っている窓口については、「かながわ女性センター窓口」が全体27.9％、女

性36.4％で最も高く、男性では「警察総合相談」が29.1％で最も高い。また、女性では「女性・子ど

ものための相談（ストーカー・ＤＶ被害等）」が23.0％、「福祉事務所」21.8％、「警察総合相談」

20.4％となっている。 

 

 

かながわ女性センター窓口

警察総合相談

福祉事務所

女性・子どものための相談
（ストーカー・ＤＶ被害等）

人権相談

性犯罪被害１１０番

かながわ県民センター窓口

女性の暴力相談“週末ホットライン”

横浜地域法務局
“女性の人権ホットライン”

福祉保健総合相談室

ＤＶに悩む男性のための電話相談

男性被害者相談

多言語による相談

無回答

27.9

23.5

20.2

19.3

17.8

12.4

10.2

10.2

7.2

5.9

4.2

2.3

1.2

41.1

17.1

29.1

19.7

15.0

19.5

12.7

13.4

6.8

6.3

5.2

4.5

2.6

0.9

44.4

36.4

20.4

21.8

23.0

17.8

12.7

8.8

13.0

8.2

6.6

4.1

2.3

1.5

36.7

0 10 20 30 40 50

全体 n=(1,127)  

男性 n=(426)  

女性 n=(662)  

(%)
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（８）「ＤＶ相談窓口案内カード」の認知状況 

Ｑ２４ あなたは、「ＤＶ相談窓口案内カード」をご存じですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＤＶ相談窓口案内カード」については、全体では「知らない」が72.1％で７割を超えており、「見

たことがある」「聞いたことがある」は22.7％で認知度は低い。 

性別では、「知らない」が男女とも最も高く、男性86.9％、女性64.2％で男性が22.7ポイント「知ら

ない」割合が高い。「見たことがある」「聞いたことがある」は女性31.2％に対して、男性はわずか

10.3％となっている。 

 

 

全体 (1,127)

男性 (426)

女性 (662)

ｎ

26.4

5.6

4.8

86.9

64.23.8

1.6

4.7

0.8

1.2

(%)
17.5 5.2 72.12.9

2.2

も
ら
っ

た
こ
と
が
あ

る 見
た
こ
と
が
あ
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答
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性年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性年代別では、「知らない」は男性では20～60代で８割以上と高く、女性では20代で76.8％と高く

なっている。「見たことがある」「聞いたことがある」は女性の30～60代で３割以上となっており、「も

らったことがある」は女性40代で6.1％となっている。 

 

全体 (1,127)

男性／20歳未満 (11)

　　　20代 (37)

　　　30代 (56)

　　　40代 (91)

　　　50代 (83)

　　　60代 (148)

女性／20歳未満 (14)

　　　20代 (69)

　　　30代 (122)

　　　40代 (164)

　　　50代 (129)

　　　60代 (164)

ｎ

27.3

14.3

6.1

18.2

9.9

4.1

14.3

14.5

32.8

29.3

30.2

22.0

9.1

5.4

5.5

7.4

7.1

5.8

4.7

8.5

45.5

91.9

91.1

84.6

91.6

85.8

64.3

76.8

63.9

61.0

60.5

65.23.0

3.1

1.6

2.9

2.4

1.8

2.7

1.2

3.6

3.0

1.6

3.6

3.6

1.2

1.6

0.6

2.7

1.2

(%)
17.5 5.2 72.12.9

2.2

も
ら
っ

た
こ
と
が
あ

る 見
た
こ
と
が
あ
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答
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（９）ＤＶを防ぐために重要だと思うこと 

Ｑ２５ ＤＶを防ぐには、どのようにしたら良いとお考えですか。重要だと思われるものを３

つまでお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＶを防ぐにために重要だと思われることは、「被害者が早期に相談できるよう、身近な窓口を増や

す」が全体51.1％、女性52.1％、男性50.2％で５割を超えて最も高くなっている。次いで「加害者へ

の罰則を強化する」が全体で40.7％、男性43.2％、女性39.9％となっている。また、女性では「あら

ゆる所で暴力を防止するための教育をおこなう」38.4％、「加害者に対し、二度と繰り返さない再発防

止のための教育をおこなう」が26.3％で男性13.1％に対し、13.2ポイント高くなっている。 

 

 

被害者が早期に相談できるよう、
身近な窓口を増やす

加害者への罰則を強化する

あらゆる所で暴力を防止
するための教育をおこなう

暴力は人権侵害であるという
広報・啓発活動を積極的におこなう

地域のつながりを深め、
互いに見守れる社会をつくる

加害者に対し、二度と繰り返さない
再発防止のための教育をおこなう

男女は対等な人格がある
ことの教育を推進する

暴力を助長するおそれのある情報
（雑誌、コンピュータソフトなど）を取り締まる

被害者を発見しやすい立場にある警察・
医療関係など対し、研修や啓発をおこなう

加害者が相談できる
身近な窓口を設置する

その他

無回答

51.1

40.7

35.5

24.5

24.0

20.9

17.7

16.9

15.4

12.3

4.6

3.3

50.2

43.2

33.1

25.8

25.4

13.1

16.9

15.5

16.4

12.0

6.1

3.3

52.1

39.9

38.4

24.5

23.7

26.3

18.9

18.1

15.1

12.2

3.8

1.2

0 10 20 30 40 50 60

全体 n=(1,127)  

男性 n=(426)  

女性 n=(662)  

(%)
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【参考】国の調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国（内閣府）の調査において、男女間における暴力を防止するために必要なことを聞いたところ、

「被害者が早期に相談できるよう、身近な相談窓口を増やす」が68.0％で最も高く、次いで「家庭で

保護者が子どもに対し、暴力を防止するための教育を行う」が63.4％となっている。 

 

【参考】前回調査の結果 

ＤＶを防ぐために重要だと思われること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査では、「カウンセリング・相談機関の充実」が全体で52.9％と最も高く、特に女性で59.1％

となっている。次いで、「法律や制度を強化する」は全体で50.5％、男性51.3％、女性50.1％となって

いる。 

カウンセリング・
相談機関の充実

法律や制度を強化する

加害者対策（更正プログラムなど）

行政・企業・学校などの研修・学習に、
ドメスティック・バイオレンスを取り上げる

男女平等の意識を深める

女性の社会的自立を促進する

その他

無回答

52.9

50.5

41.5

32.0

25.0

20.2

6.1

7.2

44.6

51.3

41.2

32.0

28.3

14.2

9.7

6.2

59.1

50.1

42.0

32.4

22.7

24.3

3.7

7.7

0 10 20 30 40 50 60 70

全体 n=(1,454)  

男性 n=(597)  

女性 n=(845)  

(%)

n=(3,293)  

被害者が早期に相談できるよう、
身近な相談窓口を増やす

家庭で保護者が子どもに対し、
暴力を防止するための教育を行う

学校・大学で児童・生徒・学生に対し、
暴力を防止するための教育を行う

加害者への罰則を強化する

メディアを活用して、広報・
啓発活動を積極的に行う

暴力を助長するおそれのある情報(雑誌、
コンピュータソフトなど)を取り締まる

暴力を振るったことのある者に対し、
二度と繰り返さないための教育を行う

被害者を発見しやすい立場にある警察や
医療関係者などに対し、研修や啓発を行う

地域で、暴力を防止するための
研修会、イベントなどを行う

その他

特にない

無回答

68.0

63.4

59.6

57.5

43.5

42.3

42.2

35.9

21.8

4.2

2.1

4.8

0 20 40 60 80 (%)
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Ｆ 男女共同参画に必要な施策について 

 

（１）「男女が共に生きる情報紙 かがやけ地球」の認知状況 

Ｑ２６ あなたは、「男女が共に生きる情報紙 かがやけ地球」をご存じですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「男女が共に生きる情報紙、かがやけ地球」については、全体では「知らない」が89.4％で約９割

と高い割合になっている。 

性別でも同様に「知らない」が男女共に約９割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 (1,127)

男性 (426)

女性 (662)

ｎ

5.9

4.7

90.6

90.8
3.9

2.8

0.6

0.7

(%)
5.2 89.43.5

2.0

読
ん
だ
こ
と
が
あ
る

知
っ

て
い
る
が
読
ん

だ
こ
と
は
な
い

知
ら
な
い

無
回
答
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（２）男女共同参画社会を実現していくために行政に望むこと 

Ｑ２７ 女性も男性も対等なパートナーとして社会のあらゆる分野に参画していく男女共同参

画社会を実現していくために、あなたは行政に対してどのようなことを望みますか。いく

つでもお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画社会を実現していくために、行政に対して望むことは、「育児や介護に関するサービス

の充実」が全体で58.4％、女性64.4％、男性54.0％で最も高く、女性の方が男性より10.4ポイント高

くなっている。次いで「育児や介護を、家庭だけでなく地域や企業など社会全体で担っていく意識の

醸成」が全体48.3％、女性53.2％、男性44.6％で男性と比較して女性が8.6ポイント高い。「学校教育

や社会教育の場で、男女の人権を尊重する学習の充実」は全体47.9％、男女とも約５割となっている。 

各国の女性との交流・協力の推進

その他

無回答

行政の政策や方針決定をおこなう審議会等
委員への女性の積極的な登用

国・地方公共団体・企業が、採用や管理職への
登用における女性の比率を定める積極策を講じる

男女の多様なライフスタイルなどに
ついての情報提供の充実

情報提供や総合相談、交流、女性の就労支援
などを総合的におこなう拠点施設の充実

就労条件の改善等についての
企業等への啓発

職場における男女の平等な扱いに
ついての企業等への周知徹底

女性の就労機会の増加や、新しい分野
などへ進出するための職業訓練等の充実

政治・経済・社会など、あらゆる分野へ
参画し、意思決定できるような女性の人材育成

育児や介護に関するサービスの充実

育児や介護を、家庭だけでなく地域や
企業など社会全体で担っていく意識の醸成

学校教育や社会教育の場で、
男女の人権を尊重する学習の充実

法律や制度の見直しによる
女性の不利益の改善

58.4

48.3

47.9

40.0

38.6

35.3

29.8

26.6

25.2

23.0

20.1

17.8

11.3

3.4

5.4

54.0

44.6

49.5

37.8

40.6

38.5

24.6

27.9

24.9

22.3

20.9

18.3

11.5

4.7

3.5

64.4

53.2

49.7

43.4

39.3

35.3

34.9

27.0

26.7

24.5

20.7

18.3

11.6

2.7

1.7

0 20 40 60 80

全体 n=(1,127)  

男性 n=(426)  

女性 n=(662)  

(%)
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経年比較 

男女共同参画社会を実現していくために行政に対して望むこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、今回調査では「育児や介護に関するサービスの充実」が前回から5.8ポイン

ト減少しているが、同様に最も高くなっている。また、「学校教育や社会教育の場で、男女の人権を尊

重する学習の充実」「法律や制度の見直しによる女性の不利益の改善」も前回から減少しているが、そ

れぞれ高い割合となっている。 

 

育児や介護に関する
サービスの充実

育児や介護を、家庭だけでなく地域や
企業など社会全体で担っていく意識の醸成

学校教育や社会教育の場で、
男女の人権を尊重する学習の充実

法律や制度の見直しによる
女性の不利益の改善

就労条件の改善等についての
企業等への啓発

職場における男女の平等な扱いに
ついての企業等への周知徹底

女性の就労機会の増加や、新しい分野など
へ進出するための職業訓練等の充実

政治・経済・社会など、あらゆる分野へ参画し、
意思決定できるような女性の人材育成

行政の政策や方針決定をおこなう
審議会等委員への女性の積極的な登用

国・地方公共団体・企業が、採用や管理職への
登用における女性の比率を定める積極策を講じる

男女の多様なライフスタイルなどに
ついての情報提供の充実

情報提供や総合相談、交流、女性の就労支援
などを総合的におこなう拠点施設の充実

各国の女性との交流・協力の推進

その他

無回答

58.4

48.3

47.9

40.0

38.6

35.3

29.8

26.6

25.2

23.0

20.1

17.8

11.3

3.4

5.4

64.2

-

51.6

48.4

40.9

43.3

31.2

30.1

28.4

25.8

17.7

18.0

12.0

5.0

5.4

0 10 20 30 40 50 60 70

今回調査  全体
n=(1,127)  

前回調査 全体
n=(1,454)  

(%)
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【参考】国の調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国（内閣府）の調査において、「男女共同参画社会」を実現するために、今後行政が力を入れていく

べきことを聞いたところ、「子育てや介護等でいったん仕事を辞めた人の再就職を支援する」が61.6％

で最も高く、次いで「子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援する」が61.0％、「保育の

施設・サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実する」が59.9％となっている。 

n=(3,033)  

子育てや介護等でいったん仕事を
辞めた人の再就職を支援する

子育てや介護中であっても
仕事が続けられるよう支援する

保育の施設・サービスや、高齢者や
病人の施設や介護サービスを充実する

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など
男女共に働き方の見直しを進める

法律や制度の面で
見直しを行う

国・地方公共団体の審議会委員や管理職など、
政策決定の場に女性を積極的に登用する

民間企業・団体等の管理職に
女性の登用が進むよう支援する

従来、女性が少なかった分野(研究者等)
への女性の進出を支援する

女性や男性の生き方や悩みに
関する相談の場を提供する

男女の平等と相互の理解や協力
について学習機会を充実する

男女の平等と相互の理解や協力
について広報・ＰＲする

その他

特にない

無回答

61.6

61.0

59.9

45.9

45.8

44.9

42.1

40.4

27.7

23.9

21.2

0.6

2.9

3.6

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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（３）男女共同参画を実現していくために、社会の一員としてできること 

Ｑ２８ 男女共同参画を実現していくために、社会の一員としてあなたはどんなことができる

と思いますか。 

 

男女共同参画を実現していくために、社会の一員としてできることを聞いたところ、285件の意見が

寄せられた。１人の回答者が複数の内容を記入している場合もあるため、件数は延べ件数となる。 

 

男女共同参画の意識向上・取り組み   

男女共同参画意識の向上・理解の醸成 42 

男女共同参画の学習・意識改革 20 

意見・意思の表明、受入れ 9 

男女共同参画の取組への参加 5 

家庭での取り組み   

家庭での教育 39 

家事・育児・介護の協力 18 

ワーク・ライフ・バランスの実践 1 

働く場での取り組み   

仕事を通じた貢献・成果・経済的自立 15 

女性が働きやすい社会づくり 10 

就労環境の整備・職場での働きかけ 10 

社会・地域での取り組み   

地域での交流・支援・ボランティア 28 

周囲への働きかけ・相談対応 12 

選挙・パブリックコメントへの参加 7 

その他   

経済的・意識上の自立 1 

できることはない 8 

男女の違いを尊重すべき・性別による特性を生かすべき 20 

その他 22 

公的な施策の必要性に関する意見   

学校・社会教育の充実が必要 9 

子育て支援・介護支援が必要 4 

法制度の見直しが必要 3 

情報提供が必要 2 

 


